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　今月号の特集は，東京医科大学泌尿器科・吉岡邦彦先

生の企画による，「ロボツト支援前立腺全摘除術」です。読

者の皆様には，待ちに待った企画ではないかと思います。

遅ればせながら，小生の施設にも待望の手術用ロボット 

daVinci Si が一昨日，搬入されました。以前より大学当局

とこの導入について何度も折衝していたのですが，平成 

30 年の大学付属病院の郊外移転を控えているだけに，快

諾してもらえずにいました。なんとか「粘りの押し切り

勝ち」の感があります。まずは，万々歳です。

　約 20 年前だと思うのですが，慶応義塾大学の故・田崎

寛教授を会長に泌尿器ビデオウロロジー学会（？）が開

催されました。その会で，J Urology に「体腔鏡下腎摘除

術」の論文を掲載直後の Clayman の講演を興奮して拝聴

したのを記憶しています。あの時，泌尿器科外科の大半

には腹腔鏡手術が導入されると直感し，これからは「腹

腔鏡手術の時代」だと確信しました。

　当時，小生の講座の研究室では，ほとんど連日イヌを

用いた尿路機能や勃起機能に関する生理学の実験・研究

が行われていましたので，麻酔を手伝うことを口実に，

邪魔にならないようにイヌで in vivo 内視鏡下腎摘除術

を試みました。腹腔鏡などは業者さんにお借りしたと思

います。御承知のごとく，解剖学的に犬の腎臓は後腹膜

を通して容易に観察できますので，何の問題もなく摘出

は無事終わりました。

　これに満足し，自信満々にその日の手術・実験の様子

を上司に報告するとともに，「米国に腹腔鏡手術の見学・

研修にいかせて下さい」と懇願しましたが，否応なしに

拒絶されました。そればかりではなく「無許可で手術・実

験をしたこと」を厳しく叱責され，「君はすべての手術症

例を独り占めするのか」「腹腔鏡手術は教室のもっと若い

先生に勉強させなさい」「外科の王道は開放手術なのだか

ら，非常事態にすみやかに対応するのが君の役目」とい

うようなことを説教されたことは忘れられません。

　失望し，その後，腹腔鏡下手術は，上司の言葉による

心的外傷を口実に教室の皆さんに任せきりにしていたの

かもしれません。幸いにも教室には優れた内視鏡泌尿器

科医が育ってくれています。

　約 1 か月半後には，臨床で da Vinc ロボット支援によ

る前立腺全摘除術を開始しなければなりません。教室員

全員が，この新しいシステム手術をやってみたいと思う

気持ちを持っていると思いますが，最初からは無理な話

です。将来的には順次多くの人が研修・習得できるよう

になると思いますし，そのようにしなければならないと

思っています。今は，教室員の「負け組」「勝ち組」の意

識を一掃し，皆すべてが将来への希望を持てる環境にし

たいものだと思います。20 年前，「ヤケッパチ」になり

かけた小生のような体験だけはさせたくない，それが小

生の責務かもしれませんが，はて…。 （藤岡知昭）
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